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ABSTRACT

Since 2004, two hi-tech machines have been used in our anatomy physiological

experiments; AstrimT M for measuring hemoglobin using the near infrared

spectroscopic image, and a pulse oximeter. Using these machines , we have

performed 15 experiments including erythrocyte counting , and rat or frog

anatomization. T hese hi-tech machines have helped raise the student's interest in

their physiological experiments.T he results of a questionnaire survey revealed that

the students are the most interested in the measurement of bone mass and body

composition, followed by the measurement of renal function, and measurement of

hemoglobin with AstrimT M in this order. In learning high-technology,measurement

using AstrimT M ranked first, followed by measurement of bone mass and body

composition,electric cardiography and pulse oximetry.T he hi-tech machines further

raised new interests in addition to a sense of achievement and impression of the

mystery of life in using conventional machines. A typical example is the students

measurement of their own hemoglobin using AstrimT M.T hey not only find out their

hemoglobin value but are also impressed by the simple , quick and accurate

measurement with the new machine.It can be concluded that introduction of the high

technology attains our purpose to raise the motivation of the students in these

experiments.

緒 言

解剖生理学実験ではラット，カエルの臓器観察を含め15項目の実験を実施する．その一つに

血球計算盤を用いた赤・白血球計測がある．この実験では，メランジュールの取り扱い方や顕
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微鏡操作，染色技術，血球計算盤による血球数のカウント，血液１μ１中の血球数算定など種々

の実験技術の向上と観察力および科学的思考力の修得ができる．学生は一様に，顕微鏡によっ

て自分の血球像や血球数の多さを見て驚きの声を上げる．そして，自分の身体がその多くの赤

血球によって酸素を供給されていることを実感して，赤血球の必要性を理解する．ところが一

方，血液取り扱い上の問題があるうえに，実験技術を要するために赤・白血球の測定は辛うじ

てできたとしても，数値が不正確なために，赤・白血球数の運動による生理的変動について正

確な傾向が出ないのである．従って，実験全体として不満足感が残る．このような問題点を解

決するため，一昨年度には，指を機器に挿入すれば瞬時にヘモグロビン（Hb）を測定できるとい

う非観血式実験機器，末梢血管モニタリング装置（AstrimT M）のデモ用を業者から拝借して，運

動前後のHbを測定した．学生の感想は，生理的な生体の変化を瞬時に数字で見ることや，運動

前後のHbの相違を知ることができて面白かったと評価している．さらに，平成16年度には，末

梢血管モニタリング装置（AstrimT M）を教育研究費で，パルスオキシメーターを特別研究助成費

（教育に資する研究）で解剖生理学実験に導入した．

そこで，この機会に，近赤外光を利用したヘモグロビン測定装置AstrimT Mおよびパルスオキ

シメーターの解剖生理学実験への導入効果ついてのアンケート調査を実施した．

方 法

１．調査対象

被験者は平成16年度名古屋女子大学短期大学部栄養科に入学し，解剖生理学実験を履修した

91名（内１名一部記入漏れあり）である．また，全ての学生が学期末テストを受験した．

２．対象実験と実施時期

対象実験は解剖生理学実験であり，平成16年度後期に実施した．実験内容は，シラバスに示

す15週14項目実験の他に，特別研究助成費の備品購入申請許可に伴って末梢血管モニタリング

装置（AstrimT M）によるHb測定実験およびパルスオキシメータによる動脈血酸素濃度の測定を追

加した��．実験順序，組み合わせは動物購入および採血担当者の都合で一部変更して実施した．

平常時および運動時の赤血球，白血球数の測定は11，12回目の実験として実施した．また，

末梢血管モニタリング装置（AstrimT M）によるヘモグロビン量測定は12回目に，非観血式実験機

器パルスオキシメータによる動脈血酸素飽和度の測定は14回目に実施した．そして，15回の実

験終了後にアンケート調査を実施した．

３．調査方法

アンケートは３課題からなり，そのうち課題Ⅰは「実験項目15実験」から最新技術を得られた

と思う項目を７つ選んで高い順に１～７までの番号を記入してもらった．課題Ⅱは解剖生理学

実験への関心度を見るものである．水準の尺度は実験開始前の関心度を０として，実験終了時

その関心が増加した場合は＋１～＋３（最も興味がある場合は３），低下した場合を－１～－３

（全く興味がもてなかった場合は－３）の段階として，該当する番号を○で囲むようにした．ア

ンケートを簡略化するため課題ⅠとⅡは抱き合わせたとした（表１）．

課題Ⅲには，指先採血によるメランジュールによる赤血球の測定と非観血法による末梢血管

モニタリング装置（AstrimT M）によるHb測定実験の２つの実験を21項目について比較してもらっ

た．その尺度の水準はそれぞれ３段階とし，同程度のものは０として高いほうに○をつけた（表

２）．
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近赤外光を利用したヘモグロビン測定装置AstrimT M

およびパルスオキシメーターの解剖生理学実験への導入効果

表１．アンケート用紙（課題Ⅰ，Ⅱ）
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表２．アンケート用紙（課題Ⅲ）

28



４．集計および解析方法

課題Ⅰは，実験項目15実験のうち最新技術を得られたと思う項目別に，高い順に１～７まで

の番号を記入させた．１を選んだ場合は得点７を与え，以下２は６点，３は５点，４は４点，

５は３点，６は２点，７は１点とし，選択されなかったものは全て０点とした．

課題Ⅱでは，解剖生理学（実験）に対して14実験項目（血球比重は除外した）のどれが関心度の

増加に関与したのかを検討するためにSPSSによる平方ユークリッド距離を用いてクラスター分

析で検討し，対象者をいくつかのタイプに分けた．その後判別分析を行った．なお，この方法

によるクラスター分析を用いたのは，比較的まとまったクラスターが得られやすいからである

��．

課題Ⅲについては，赤血球の計測実験とAstrimT Mによる実験21項目について同程度のものを

０として，それぞれ高いと思う程度に１～３の段階で○をつけたが，集計時にはAstrimT Mに関

係の深いものを＋１～＋３に，赤血球の計測実験を－１～－３に置き換えて集計した．また，

予め集計前に，AstrimT Mに関係の深い項目３，６，９，11，12，15，17，20の10項目をA群，

計算盤による赤血球計測に関係の深い項目７，８，10，14，16をB群，いずれでもないもの項目

１，２，４，５，18，19，21をC群として分類した．その上で，学生がぞれぞれの項目について

新機器のAstrimT Mあるいは血球計算盤による計測か，それぞれの利点の相違をどの程度修得し

たかをANOVAで解析した．統計解析ソフトはSPSS13.0Jを用いた．

結 果

１）最新機器を得られたと思う実験項目の組み合わせ

表３は成績群別最新技術を獲得できたと思う実験項目順位を示したものである．成績群は平

近赤外光を利用したヘモグロビン測定装置AstrimT M

およびパルスオキシメーターの解剖生理学実験への導入効果

表３．成績群別最新技術を獲得できたと思う実験項目順位
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均点以上を高得点群（H）とし，平均点以下を低得点群（L）とした．新技術を獲得できたと思う実

験項目を１～３位（得点７～５）までと，順位を表記しなかったものはすべて得点を０点として

集計し，その人数と各群に占める割合（％）を示した．その結果１～３位までの高得点をつけた

学生はH群では１位がAstrimT M，２位が体組成・骨量，３位が酸素飽和度の順であり，L群では

１位AstrimT M，２位が体組成・骨量，３位は心電図の選択であった．両群ともAstrimT M，体組

成・骨量は70～80％の学生が選択したのに対し，酸素飽和度を選択したものはH群では60％で第

３位であったものの，L群では40％に止まり，心電図の47％より選択率が低かった．一方，順位

をつけなかった種目（得点０点）は，H群では皮膚感覚，血球抵抗実験，血球の比重であり，これ

ら３項目を最新技術でないと考えた．一方，L群では唾液腺，皮膚感覚，血球の比重を０とした．

また，各実験項目順位を集計方法で説明したように得点化し，H群，L群ごとに集計して各項目

の平均点を算出し，順位をつけた．H群では１位がAstrimT M，２位が体組成・骨量，３位が酸

素飽和度の順であり高得点をつけた順位と差はなかった．一方，L群では１位が体組成・骨量，

２位がAstrimT M，３位は心電図の選択であり，高得点をつけた順位と１位と２位が逆転した．

図１は学生が15項目の実験のうち最新機器を用いて最新技術を得られたと思う実験はどのよ

うな項目であったか，被験者91人を変数としてクラスター分析をし，デンドログラムとして示

したものである．この図から血球比重（血漿・血球）と皮膚感覚と唾液腺と血球抵抗低・高），カ

エルとラットの解剖，体組成とAstrimT M，心電図と酸素飽和度には類似性があり，血球比重（血

漿・血球）と皮膚感覚と唾液腺と血球抵抗低・高）を選択するものはギムザ染色も選択し，さら

に血液型や腎機能を選択することが認められる．また，カエルとラットを選択するものは血球

計算，血液型，腎機能を選択する．一方，体組成・骨量と心電図を選択するものはAstrimT Mと

酸素飽和度をともに選択するかAstrimT Mのみの選択かで２つのクラスターに分類される．また，

これらを４つのグループに分類し，各グループの重要な項目がどの項目によって決定されるの

かを判別分析により検討した．
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図１．最新機器を用いて実験したと思うクラスター分け
被験者91名 クラスター分析したものをデンドログラムと
して表わした
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表４に新機器として選択した実験項目のクラスター別平均値を示す．クラスター１に属する

ものは55人，クラスター２は11人，クラスター３は８人，クラスター４は17人である．各実験

項目における平均値以上の項目はクラスター１では体組成・骨量，心電図，血圧測定，AstrimT M，

酸素飽和度であり，クラスター２は解剖，血液型，ギムザ染色，血球計算であり，クラスター

３は体組成，血圧，腎臓，血液の比重，ギムザ染色，血球計算，唾液腺，皮膚感覚を選択し，

クラスター４は体組成・骨量，心電図，カエル，ラット，AstrimT M，皮膚感覚が平均値以上で

あった．最新機器の第１位はクラスター１ではAstrimT Mを，クラスター３および４は体組成・

骨量計を選択したが，クラスター３では第２位に腎機能，第３位に血圧を新機器として選択し

ており，クラスター４のAstrimT M，心電図を選択したものと大きく異なった．一方，クラスター

２ではラットを第１位とし，次いでカエル，血液型を選択しており，全く他の３群と異なった．

２）解剖生理学実験への関心度

表５は解剖生理学実験への関心度を示す．水準の尺度は先に示した評点の仕方に従った．そ

の結果，全体で最も関心度の高かった項目は体

組成であり，AstrimT Mは第３位，パルスオキシ

メーターは第９位であった．最も低い関心項目

は血球の比重と，血球抵抗試験であった．なお，

血球比重については今後の実験項目から除外予

定であるので以後の検討に加えなかった．

表６は解剖生理学実験項目間における興味増

加度の相関係数を示す．項目間に強い相関が見

られるものと，全く相関を示さないものがあっ

た．そこで，解剖生理学実験に対して14実験項

目（血球比重は除外した）のどれが関心度の増加

に寄与したのかを検討するために，４つのクラ

スターに分けて判別分析を実施して検討した．

表７にはクラスター群別にみた解剖生理学実

験への関心度の増加に寄与した実験項目の平均

値を示す．学生全員の平均値以上の評点であっ

たものはクラスター１ではカエル，ラット，腎

機能であり，それ以外は全て平均値以下であっ

た．クラスター２は体組成・骨量，心電図，血

近赤外光を利用したヘモグロビン測定装置AstrimT M

およびパルスオキシメーターの解剖生理学実験への導入効果

表４．新機器として選択した実験項目のクラスター別平均値

実験項目 M SD
体組成・骨量 2.07 1.00
腎 機 能 1.69 1.04
AST RIM 1.67 0.92
血 液 型 1.62 1.04
心 電 図 1.49 0.97
唾 液 腺 1.44 0.96
血 球 計 算 1.37 1.03
ラ ッ ト 1.32 1.53
酸素飽和度 1.22 0.93
カ エ ル 1.21 1.59
血 圧 1.2 0.96
ギムザ染色 1.04 0.95
皮 膚 感 覚 0.92 0.92
血 球 抵 抗 0.84 1.00
血球の比重 0.81 0.87
水準の尺度は実験開始前の関心度を０とし
て、実験終了時その関心が増加した場合は＋
１～＋３（最も興味がある場合は＋３）、低下
した場合を―１～―３（非常に興味がもてな
かった場合は―３）の段階として示した。
総数 91人 Mは平均値 SDは標準偏差

表５ 解剖生理学実験への関心度
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圧，血球抵抗，血液型，ギムザ染色，血球計算，AstrimT M，唾液腺，酸素飽和度，皮膚感覚が

平均値以上であるが，カエル，ラットの実験は大きく平均値を下回り，実験終了後に開始前と

関心度の変化が認められなかった．クラスター３は特にカエルやラットの解剖実験に対して関

心度が実験開始前より低下を示しているが，このクラスターは全ての実験項目について平均値

以下であった．一方，クラスター４は全ての項目が平均値以上あり，体組成以外は４群中全て，

最高得点であり，特にカエルやラットの解剖が高得点あった．

３）血球計算盤による赤血球の計測実験とAstrimTMによるヘモグロビン測定

図２はAstrimT Mと血球計算盤を用いた実験における成績群別アンケート項目評点を示す．A
関係項目ではH群がL群と比較して№３の「実験そのものが取り組みやすかった」（p＜0.05），№

９の「実験装置の精度が良い」と思った（p＜0.01），№12の「ヘモグロビン量が分かった」（p＜0.05）

がAstrimT Mに高い評点をつけた．ところが，№11の「計測値を算定する時理解しやすかった」（注

計測の仕方），№13の「計測値算定の仕方が理解しやすかった」（注 実際に測定した値からμ�或

いはd�中に含まれる量に換算すること）或いは，№14.の「運動前後の血球数の変化が良く分かっ

た」の項目についてはH群が平均で血球計算盤の方にシフトしていた．特に№13には群間の差の

傾向が認められた（p＜0.091）．B群の血球計算盤に主に関係する項目については両群とも血球計

算盤への評点にシフトしており，特に№16の「達成感」ではH群が有意に高かった（p＜0.05）．ま

た，№８の「生命の神秘さ」や「赤血球の多さへの感動」はH群で高い傾向を示した．
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表７．クラスター群別にみた解剖生理学（実験）への関心度の増加に寄与した実験項目の平均値

表６．解剖生理学実験項目間の興味増加度相関係数
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考 察

近年，近赤外光を利用した無侵襲計測器が，果実の糖度や食肉の脂質の成分分析などに利用

されている��a�．この近赤外光が無侵襲性計測に適しているため医用機器にも応用されている．

中でも，酸化ヘモグロビンと還元ヘモグロビンの波長の相違を利用して動脈中の酸素飽和度を

計測するパルスオキシメーターや血中ヘモグロビン量を測定する末梢血管モニタリング装置AstrimT M

が開発されたb�．パルスオキシメーターは1972年に日本の青柳卓雄氏によって開発されc�，1975

年にはOLV-5100として日本で実用化された．その後改良が加えられ，現代では臨床面で広く利

近赤外光を利用したヘモグロビン測定装置AstrimT M

およびパルスオキシメーターの解剖生理学実験への導入効果

 

図２．AST RIMと血球計算盤を用いた実験における成績群別アンケート項目評点
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用されているがe�，今回使用したOLV-3100は2000年にモデルチェンジされたものである．また，

世界人口の30％が貧血状態にあると言われるがf�，貧血の程度を知るためには血中のヘモグロビ

ン量を定期的に検査することが必要である．ところが従来から行われている採血による血中ヘ

モグロビン量の測定は採血による穿刺事故の問題が指摘されている���．本実験においても同様

で，人体に力点を置いた生理学実験が求められているものの，血液関連の実験は採血者への負

担，B及びC型肝炎のような感染症に対する取り扱いなど種々の問題点が生じており，血液使用

の実験は制約を強いられている���．すなわち，C型肝炎は40代以上の人たちに多く，20代の若者

には少ないとされるが皆無とは言い切れず，またわが国でもHIVなどの感染者が年々上昇して

いる昨今では血液の取り扱いは慎重を期す必要がある．また，余分な採血は慎み，可能な限り

血液以外で検査が代替されるように努力すべきであると警告されている���．このような状況の

中にあって，1999年ヘモグロビンの測定に無侵襲性の末梢血管モニタリング装置AstrimT Mが発

売され普及しつつある���．

今回の実験項目においては，先に挙げた新機器の他に超音波法によるRuner社製骨密度計，タ

ニタ社製体組成計，心電計，自動血圧計をはじめ比色分析のために分光光度計，組織標本を確

認するために光学顕微鏡等を使用した．自動血圧計は1974年に家庭用アナログ血圧計「HEM-２」

として第１号機が発売されて以来爆発的に各家庭に普及し，現在では日経産業消費研究所・消

費グループによるアンケート調査の結果では33.2％の普及率とあるように，確実に家庭に定着

する傾向にある．実験において使用する自動血圧計は1991年以降ファジー技術を加圧・減圧に

応用した最新の血圧計である．このような最新の機器は一般的には誰が測定してもかなり精度

が良く，短時間で，簡単に測定できるが，反面，原理は見えにくいことが多い．今回導入した

AstrimT Mとオキシメーターについても同様のことが言えるが，実験時間延長，採血による事故

の問題点解決のために新機器の導入を実施した．

そこで，これまでの実験項目に加えて無侵襲性計測の新機器を導入したことが，学生の意欲

向上にどのような効果をもたらしたかを検討した．検討方法として，実験Ⅰと実験Ⅱのクラス

ター分析と判別分析の結果（表４，表７）をもとに，それぞれのクラスターに属する人数のクロ

ス分析（表８）をした．次に，成績を新機器選択と解剖生理学実験に対する関心度と，実験終了

後の関心度の増加度をクラスター別に一元配置で検討したものを加えて考察した（図３）．

課題Ⅰの最新技術を獲得できたと思う実験項目アンケートにおいて，どの実験に用いた機器

が新機器であったかとするかは議論の余地がある．しかし，1990年代以降に開発或いは実用化

された機器すなわちAstrimT M，体組成・骨量，酸素飽和度（パルスオキシメーター）を新機器と

して考察した．AstrimT M，体組成・骨量は全学生の70～80％が新機器と選択したのに対し，酸

素飽和度（パルスオキシメーター）を選択したものは，H群の60％に対してL群では40％に止まり，

それは心電図の47％より選択率が低かった（表３）．逆にパルスオキシメーターを８位から15位

の順位をつけた学生はH群では26％，L群では31％で新機器と理解できない学生がいた．ともか

く１位をAstrimT M２位を体組成・骨量計として，３位が酸素飽和度か心電計であるにしても，

70～80％の学生が正しく判断していることは評価すべきである．ラットやカエルの実験の実験

材料はガラス器具のみで，全く新機器を用いていないにもかかわらず，ラットやカエルを選択

した学生は，実験終了時に新機器とは何であるかを理解できていないか，あるいはアンケート

の趣旨を理解していない．クラスター分析のクラスター２にあたる11人がこの群に属する（表４，

表８）．１位を７点とし，以下１点ずつ減点して７位を１点とし，８位以下15位までは全て０点

として得点化したので，クラスター２でラット6.18，カエル5.55ということは１位，２位とも
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に全く新機器を選択していないことを意味する．しかも第３位は血液型であることから，12.1％

の学生が新機器を全く理解できていないことになる．

クラスター１は主に最新機器（体組成・骨量，AstrimT M，心電図，酸素飽和度，血圧測定）を

選択した「最新機器選択群」であり，クラスター２は解剖を中心とした「解剖中心群」であり，ク

ラスタター３は体組成，血圧の他に特に腎機能，唾液腺に高い得点をした「分析実験中心群」で

ある．クラスター４は酸素飽和度を除いた最新技術として体組成・骨量と心電図，AstrimT Mを

選択した「最新機器一部不完全群」である（表４）．新機器選択のクラスター別成績を１元配置の

分散分析で検討すると，最新機器を選択したクラスター１，および解剖を選択したクラスター

２は腎機能を選択したクラスター３とで有意の差を認めた（p＜0.05）（図３）．従って最新機器を

選択したものは解剖生理学実験の内容を正しく理解し，選択したことが推測され，一部不完全

型を含め新機器選択が概ね正しく選択されたと考えられた．しかし，先にも述べたが，解剖を

中心に選択したクラスター２はアンケートの趣旨を正しく理解していなかったと推定される．

解剖中心群は11人と人数が少ないが（表８），高得点者が多いのは（図３）最新技術を新しい解剖

への興味と解釈したか自分の興味度を優先したと考えられる．事実，表８のクロス表から分か

るように解剖学実験終了後に関心度の増加が最も高いクラスター４に属するものが27.2％，第

２位のクラスター２に属するものが45％あり，解剖生理学実験に強い関心を持つグループと言

える．しかも，クラスター４は全ての項目が平均値以上あり，体組成以外は４群中全て最高得

近赤外光を利用したヘモグロビン測定装置AstrimT M

およびパルスオキシメーターの解剖生理学実験への導入効果

図３．新機器選択と解剖生理学実験に対する関心度のクラスター別成績

表８．新機器選択と解剖実験に対する関心度の増加における各クラスターのクロス表
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点であるうえ，特にカエルやラットの解剖が高得点であった事実を考えると，最新機器に解剖

型を選択した理由が解釈できる．クラスター２は逆に体組成・骨量，心電図，血圧，血球抵抗，

血液型，ギムザ染色，血球計算，AstrimT M，唾液腺，酸素飽和度，皮膚感覚が平均値以上であ

るものの，カエル，ラットの実験は大きく平均値を下回っており，クラスター４と対照的であっ

た．新機器に腎機能，唾液腺に高い得点をしたクラスター３の成績は他の群に比し有意に低値

であった（p＜0.05）．「分析実験中心群」はクロス表から解剖生理学実験終了後の関心がカエル，

ラット嫌悪群であるクラスター２に属するものは皆無で，逆に解剖と腎のみに興味が集中して

いるクラスター１に属していた．したがって，恐らく，新機器を使用したヘモグロビンの測定

や酸素飽和度の測定に興味を示さなかったとものと思われる．いずれにしろ，８割の学生は新

機器を新機器として選択していることは満足できる結果と言える．

生理的な赤血球，白血球数を測定することや，運動などの生理的変化によるそれらの増加を

観察することは，解剖生理学実験では大切である．採血による血球計測は顕微鏡によって自分

の血球像や血球数の多さを見て感動もできる．また，生命の神秘さを感じる学生もいる．その

一方で，血液取り扱い上の問題とともに，実験技術を要するために正確さの問題があり，学生

たちは「難しい」を連発する．その結果，実験全体として不満足感が生じているのも事実である．

課題Ⅲで実施したアンケートでは，現在の採血による血球計測を非観血的な最新機器の方法

に切り替えていくことが解剖生理学実験にとって有用か，或いは両方の実験を組み込んでいく

のが良いのかを検討するために実施した．赤血球数と同様に貧血の指標として用いられるヘモ

グロビン（Hb）の測定法として最近，近赤外光を利用した無侵襲計測器が開発されている．２つ

の実験を全く同等に評価するのは問題もあるが，AstrimT Mの特性と血球計算盤の特性を正しく

理解しているかを含めて検討した．

血球計算盤による赤血球の測定とAstrimT MによるHb測定を比較検討した結果，それぞれ上位

５項目は以下のようであった．赤血球測定実験では実験に対する達成感，赤血球の多さ，生命

の神秘に感動，実験技術の向上，運動前後の血球数の変化を挙げた．一方，AstrimT MによるHb
の測定では，実験装置の精度のよさ，自分のHb量の正確な把握，実験への取組みやすさ，所要

時間の短縮，実験値そのものの精度のよさを挙げている．これは，実験内容への感動や達成感

と同等あるいはそれ以上に，新機器による実験参加への満足感を示しており，新機器導入が実

験意欲への向上に役立ち，その目的を十分達成したことを示唆した．

図２から，A群のAstrimT Mに主に関係する項目では取り組みやすさとヘモグロビン量の理解

に有意の差（p＜0.05）を認め，また，特に実験の精度ではAstrimT Mの評点が高値であった（p＜

0.01）．ところが，№11の「計測値を算定する時（注 計測の仕方）理解しやすかった」，№13の「計

測値算定の仕方（注 実際に測定した値からμ�或いは�中に含まれる量に換算すること）が理解

しやすかった」或いは，№14の「運動前後の血球数の変化が良く分かった」はH群が平均で血球計

算盤の方にシフトしていた．特に№13には群間の差の傾向が認められた（p＜0.091）．AstrimT M

によるヘモグロビンの測定は瞬時に測定でき，しかもデーターとして100�あたりのヘモグロビ

ンとして計算されて算出される．ところが血球計算盤による赤血球数の計算は計算盤による一

区画あたりのカウント数が正しくカウントされること，計算盤小区画５ヵ所の赤血球数から１

	中の全区画数の個数を算定，厚み，メランジュールの希釈倍数などを考慮して理解しなけれ

ばならない．したがって，これらのことが理解できないと，血球計算盤のどこをカウントして

よいのか分からず，しかも計測数も出せない．理解度の良い学生はAstrimT Mより血球計算盤の

評点を高くしたのは恐らく計算の仕方が理解できたことと，AstrimT Mの方は単に数値のみなの
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で，計測値算定の理解のし易さとはいえないと考えたものと推定した．

B群の血球計算盤に主に関係する項目については両群とも血球計算盤への評点にシフトしてお

り，特に№16の達成感ではH群が有意に高かった（p＜0.05）．また，№８の生命の神秘さや赤血

球の多さへの感動はH群で高い傾向を示した．

以上のことから，新機器AstrimT Mを用いた実験は，精度のよさ，実験値の正確な把握，実験

への取組みやすさ，実験値そのものの精度のよさの他に所要時間の短縮があり，時間延長に伴

う苦情の改善，実験意欲への向上という目的を十分に達成した．しかし，従来からの血球計算

盤による器具は基礎的な原理や実験内容への感動や達成感などが修得できるので，新機器と併

用して用いることが最善の方法と考える．

結 論

１）解剖生理学実験における関心度では，骨量・体組成測定が第１位，AstrimT Mが第３位であ

った．

２）新機器を正しく認識した学生は70～80％おり，その時の｢最新機器を用いた｣と実感項目は

第１位AstrimT M，次いで骨量・体組成，心電図，酸素飽和度測定であった．クラスター分

析に見るごとく，12.5％の学生が全く新機器でない項目を新機器使用と回答した．

３）AstrimT Mによる実験は，実験装置の精度のよさ，Hb量の正確な把握，実験への取組み易さ，

所要時間の短縮，実験値そのものの精度のよさを挙げており，新機器導入は時間延長に伴

う苦情の改善とともに実験意欲への向上という目的を十分達成した．

４）従来からの機器は原理を修得する上では重要であり，血球計算盤で見られるように達成感

や生命の神秘さを感じることができる．新機器での欠点を補うためには従来の機器も併用

するのが最善といえる．
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要 約（日本語版）

解剖生理学実験では，近赤外光を利用した無侵襲性のヘモグロビン測定装置AstrimT Mと酸素

飽和度を測定するパルスオキシメーターを導入した．本実験は血球計測，ラット，カエルの臓

器観察など15項目の実験を実施している．実験後の学生へのアンケートによって，これらの新

機器導入が解剖生理学への関心度を高めたかどうかを検討した．実験への興味度については，

第１位が骨量・体組成測定，第２位が腎機能，第３位がAstrimT M，酸素飽和度測定は第９位で

ある．また，最新技術の修得ではAstrimT Mが第１位で，次いで骨量・体組成測定，心電図，酸

素飽和度の順であった．典型例として，血球計算盤による赤血球測定とAstrimT MによるHb測定

についての結果がある．赤血球測定実験では上位に，実験の達成感，生命の神秘への感動，実

験技術の向上，運動後の血球数増加を挙げたのに対して，AstrimT MによるHb測定では，装置の

精密さ，Hb量の正確な把握，実験への取組みやすさ，所要時間の短縮，実験値の精度のよさを

挙げている．これは，従来の実験内容への感動や達成感に加えて，新たな興味が喚起されたこ

とを示しており，新機器導入が実験意欲向上に繋がるという所期の目的を十分達成したことを

示唆した．
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